
　

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」
に
分
割
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
大
阪

都
」
構
想
の
制
度
案
を
議
論
す
る
大
都
市
制
度（
特
別
区
設
置
）協
議
会

（
法
定
協
）の
第
25
回
目
の
会
合
が
８
月
26
日
、
大
阪
市
役
所
内
で
開
か
れ

ま
し
た
。「
特
別
区
」
設
置
の
「
経
済
効
果
」
に
つ
い
て
調
査
報
告
書
を

ま
と
め
た
学
校
法
人
「
嘉
悦
学
園
」（
東
京
）の
担
当
者
に
各
会
派
の
代
表

が
質
問
。
日
本
共
産
党
の
山
中
智
子
大
阪
市
議
は
、
調
査
手
法
な
ど
の
問

題
点
を
挙
げ
、「
大
阪
市
を
廃
止
し
て
『
特
別
区
』
に
分
割
す
る
こ
と

は
、
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
コ
ス
ト
増
に
な
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
す
る
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
良
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
」
と

批
判
し
ま
し
た
。

は
「
都
」
構
想
を
ご
り
押
し

す
る
た
め
に
、
こ
の
「
経
済

効
果
」
を
宣
伝
し
て
い
ま

す
。大

都
市
の
事
情
を

無
視
し
た
試
算
に

　

山
中
氏
は
、
府
内
自
治
体

の
１
人
当
た
り
の
歳
出
額

は
、
人
口
28
万
人
の
茨
木

市
、
35
万
人
の
高
槻
市
な
ど

が
最
低
で
、
40
万
人
の
枚
方

市
で
は
減
少
、
50
万
人
の
東

　

山
中
氏
は
、
地
方
と
都
市

部
の
違
い
を
無
視
し
て
「
適

正
な
人
口
規
模
を
論
じ
る
こ

と
は
無
理
が
あ
る
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

「
特
別
区
」設
置
で

逆
に
コ
ス
ト
増
加

　

さ
ら
に
大
阪
市
で
は
、
巨

大
開
発
の
相
次
ぐ
失
敗
に
よ

る
歳
出
削
減
で
、
こ
れ
以
上

の
財
政
効
率
化
の
余
地
は
な

く
、
職
員
給
与
も
政
令
市
中

で
最
低
で
あ
り
、「
削
る
も

ス
テ
ム
運
用
経
費
の
増
加
に

よ
っ
て
、「（
効
果
ど
こ
ろ

か
）
逆
に
マ
イ
ナ
ス
に
な

る
」
と
断
じ
ま
し
た
。

　

調
査
報
告
書
は
、
自
治
体

の
人
口
が
増
え
る
に
つ
れ
１

人
当
た
り
の
歳
出
額
は
減
少

す
る
が
、
人
口
50
万
人
程
度

が
最
小
で
、
そ
れ
以
上
人
口

が
増
え
れ
ば
歳
出
額
も
増
え

る
と
い
う
「
Ｕ
字
カ
ー
ブ
」

を
描
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
規
模
が
大
き
い
大
阪

市
を
「
特
別
区
」
に
再
編
す

れ
ば
、
年
間
１
１
０
０
億

円
、
10
年
間
で
最
大
１
兆
１

４
０
９
億
円
の
「
経
済
効

果
」
が
出
る
と
試
算
。
維
新

か
ら
だ
と
し
、「
４
つ
の

『
特
別
区
』
を
つ
く
っ
て
も

大
都
市
で
な
く
な
る
わ
け
で

も
、
物
価
や
人
件
費
が
下
が

る
わ
け
で
も
な
い
。
１
人
当

た
り
の
歳
出
額
が
減
少
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
迫

り
ま
し
た
。

　

嘉
悦
学
園
側
は
「（
人
口

規
模
の
小
さ
い
）『
特
別

区
』
に
な
れ
ば
住
民
の
要
望

を
き
め
細
か
く
拾
え
、
財
政

効
率
化
す
る
こ
と
が
あ
り
得

る
」
な
ど
抽
象
的
な
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

　
「
特
別
区
」
設
置
に
よ
る

「
経
済
効
果
」
の
試
算
は
、

昨
年
１
月
に
松
井
一
郎
知
事

（
当
時
）が
提
唱
。
府
市
は
調

査
を
委
託
す
る
事
業
者
を
公

募
し
ま
し
た
が
、
１
社
の
応

募
も
な
く
、
再
公
募
で
選
ば

れ
た
嘉
悦
学
園
の
調
査
報
告

書
が
昨
年
７
月
に
公
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
市
議
会
大
都
市
税
財

政
制
度
特
別
委
員
会
な
ど

で
、
維
新
以
外
の
会
派
が
調

査
手
法
や
試
算
結
果
の
妥
当

性
な
ど
に
つ
い
て
批
判
し
、

法
定
協
の
議
題
と
す
る
こ
と

に
も
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
の
統
一
地
方
選
後
、

「
都
」
構
想
反
対
の
公
明
党

が
賛
成
へ
一
変
し
、
自
民
党

府
連
執
行
部
が
住
民
投
票
を

容
認
す
る
姿
勢
を
示
す
中
、

法
定
協
で
の
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

維
新
の
横
山
英
幸
府
議
は

「
コ
ス
ト
を
大
き
く
上
回
る

財
政
効
果
が
出
る
」
と
強
弁

し
ま
し
た
。

　

自
民
党
の
川
嶋
広
稔
大
阪

市
議
は
、
調
査
報
告
書
で
は

効
果
額
が
水
増
し
さ
れ
て
い

る
疑
い
な
ど
を
指
摘
し
、

「
法
定
協
と
し
て
受
け
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
批
判

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

や
り
直
し
を
要
求
し
ま
し

た
。
公
明
党
の
肥
後
洋
一
朗

府
議
は
「
よ
り
具
体
的
で
分

か
り
や
す
い
説
明
を
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

大
阪
市
で
増
大
し
て
お
り
、

「
50
万
人
程
度
を
底
に
Ｕ
字

カ
ー
ブ
を
描
く
と
い
う
ふ
う

に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
50
万
人
を
超

え
て
70
万
人
、
80
万
人
と
増

え
る
の
は
大
都
市
部
に
限
ら

れ
る
と
指
摘
。
人
口
規
模
の

大
き
い
自
治
体
の
行
政
経
費

が
高
く
な
る
の
は
、
昼
間
流

入
人
口
へ
の
対
策
や
、
物
価

や
人
件
費
が
高
い
こ
と
な
ど

大
都
市
特
有
の
事
情
が
あ
る

の
は
な
い
」
と
指
摘
。「
特

別
区
」
を
設
置
す
れ
ば
、
調

査
報
告
書
が
考
慮
し
て
い
な

い
３
３
０
人
の
職
員
増
や
シ

「
経
済
効
果
」ど
こ
ろ
か
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下

市
民
に
良
い
こ
と
一
つ
も
な
い

大阪市廃止する「特別区」設置第
25
回
法
定
協 

山
中
大
阪
市
議

が
批
判

法
定
協
で
嘉
悦
学
園
側（
手
前
）に
質
問
す
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山
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大
阪
市
議

（
中
央
）＝
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月
26
日
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大
阪
市
議
会
特
別
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会
室
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果
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